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竹製品開発手法研究  
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「†1堅技術者養成事業研修′hニもデザイン実技研修とL  

て製晶開発に参加させ，開発手法の被験者とした．研修  

′卜の意見≠）力【l峡し／〕つ，竹l二芸に合／った製品開発手法を  

検討し実際にテ←マを決め製「肘開発を行った．   

二げ）研究圧以下〝）：i木の目三に上／）て構成されている．   

8研修生のデザイン実技研修に上る新製品開発   

∴1センター爪新製品開発  

・竹⊥二芸に合ったデザイン開発手法〝〕検討  

3．研修生の新製品開発   

中堅技術者養成車業研修生6名を：〕グループに分け，   

般的デザイン開発手法を使／Jたデザ イン開発の指導を  

を行／つた．  

3．1Aゲル¶ブ   

コンピュータはインターネットとともに普及が進み，  

隼輩のノノに史）始める人が増えているv しかし，コン  

ビューータの無機的なデザインは殺伐としており，インテ  

リアになじまない．そこで ，5（）～6（）代のパソコン愛  

好者をターゲットにして，白然素材である竹製マウス  

パッドを開発し，OA環境に潤いをもたらす．  

て】 はじめに   

不況によるイく安感から買い控えが言われているが，1（）（）  

「】〕ショッフの盛況や－ノノでこだわりけ）一ムーに大枚を払う  

など，消費の2極化が進んでいる．   

別府竹1二芸がより消費者のニー【ズに対応することによ  

り，販売に人きなフノラスになると思われる．しかL，竹  

製品のデザイン開発手法工確Å■∠二されたも）♂〕がないこと，  

および平成1二う年に1つ〃）組織に統合された旧別府産業l二  

芸試験所や旧高等技術専門校の研修では竹の加L技術指  

導のみ扱い，デザイン開発手法慣指導ははとんど行って  

いなかったため，新たに竹⊥芸をめざす人には消費者の  

∴－ズに対応するた碕のデザイン開発手法をギぶ機会が  

なかった．   

そこで竹製品「謂発を′実際に行いながら，竹⊥芸に合っ  

たデザイン開発手法を検討しノブ 県内竹産業界に提案する  

ことを目的とした．  

2． 開発概要  

ト座－2 竹製マウスパット  
王Jjg．］研究概要図  
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3．2 Bグルロプ   

少子化。核家族化が進んだためか，ペットに対する意  

識が変化Lてきており，「家族〃）一員」「人生の伴侶」  

としてその地位が向上している．そのため，ペット産業  

が盛況である。ヘット用品もおしべ）れなむのを使いたい  

という人をクー→ゲットに，「ペットを安らぎとともに運  

ぶ」キャリーケースを開発した．  

【竹工芸向け製品開発手法（試案）】   

※印の部分が従来のプロセスと異なる点   

1．背景情事馴文集   

2．原材料決定……。・＝・・。‥。。※   

ニう．原材料の調査および試験‥‥。※   

4．テーマ設定   

5．市場調香   

6．対象市場の明確化   

7．開発計画の個別評価   

8．コンセプトの確立   

9．アイデア  

10．デザインワーク   

＝．試作  

12．市場テスト、展示会出「～ヱ，  

13．改良  

14．市場導入  Fig．3 キャリーハウス、Or〔ier〔：arr）▼1iamboo  

3．3 Cグルnプ  

Cl〕（コンパクトディスク）はレコ一肌ド盤び〕次世代  

フォーマットとして完全に切り替わって久しい．最近は  

パソコン〝）データを（二Ⅰ）Rで焼き付けて保存する人む  

多い．無機的な機能性オンリーの商品が多い中，インテ  

リア作を重視したCす：）ラックを開発する。  

Fig．5 竹工芸向け製品開発手法（試案）   

この製品開発手法を使って以下の開発を行った．  

4．2 背景情報収集   

多発する国際紛争．海外との摩擦．政治家や官僚の腐  

敗．多発する物騒な糾牛．世情不安定．閉塞感．良びく  

不況．生活に疲弊感がともなう人が多い．リストラ，  

オーバーワーク，対人関係，将来に対する漠然なイく安な  

ど，人人はもちろん子供までが毎＝の生活で心身が疲れ  

ていて，多くの人が「癒し【j を求めているストレスの多  

い時代である．   

部材情報としては，青色発光ダイオードが発明された  

結果，発光ダイオードの有用性が飛躍的に注目を浴びた．  

↑後，蛍光灯は発光ダイオードに取って代わる刷ま確実  

と言われている．  

4．3 原材料決定，原材料の調査および試験   

これから発光ダイオードは大量に使われ，それに伴い  

コスト≠）下がるため，先鞭を付ける意味で，竹と発光ダ  

イオードを組み合わせた開発を行うことに決定Lた．   

インターーーネットで情幸糾文集をするとともに，既存の竹  

l二芸品やガラスの中で発光ダイオードを灯し，効果的な  

竹ひごや編組およびガラスの条件を調べた．  

4．4 開発テ皿∵マの設定   

テーマを「癒し系げ）竹ユニ芸～リラクセーー ショングッズ  

の開発～」と定めた．  

4．5 対象市場の明確化  

／H可ターゲット像はあまり絞らず，疲れている多くの  

人に使ってもらえることを心がけた．  

4．6 コンセプトの確立   

生活シー椚ンを想定し，それに洋巨二）てコンセプトの検討  

を行った．   

遍基本コンセプト  

Fjg．4 CDラック  

3．4 研修生の意見   

竹丁芸に合った開発手法に改良するため，参考に研修  

生から意見を求めた．   

『市場e消費者ニーズ情報』『ターゲット』『機能  

性¢．‡～］質』『デザインプロセス全体』等についてさまざ  

まな意見が出された．   

提出された意見はプロセス［体♂）問題を指摘しノた仇）で  

はなく，初めての体験で不慣れなことから生じる問題が  

ほとんどであった．  

4． 当センタ皿の開発内容   

4．1試案の製品開発プロセス   

今軋 試案とLて「原材料」に着目しノた製品開発プロ  

セスを提案した。竹⊥芸では原材料を始めに決めるやり  

方がなじみやすいからである．  

－ 40・－   
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兄を寮H■な甘酢町器具でtなくぅ 心身とゎにな二言づ  

るリラクセー∵ン三了ングッズ．   

陶造形コンセプト  

8キーワーート l籠〔r〕小プ）ブラネタリウノl二  

も五感ザ汁巨ごモ），人間が是む頼／〕ている「触覚」を通じ  

てリラックスするライトヒーリング関連び〕グッズを卜j指   

色青色発光ダイオードLり「妖艶な光」と白色発光ダイ  

オードげJ「精妙な光」，黄色発光ダイオードぴ）「暖かい  

プい で，竹籠〔り［＝ニ星空を再現ナる．  

・光沢効果を高めるた壇に，ガラスm乱反射を活≠すろ  

。発光ダイオードはA（、アダプター〉を電源にしノて，充電や  

電池交換♂〕手間を省き，メンテナンスフリー一 にする．  

血形は遊びを感じさせるもげ）で，光の効果を考え，ひ二  

幅や編みト」〃〕間隔を検汁する．  

4．フ ァイデアおよびデザインワⅣク   

コンヤプトに汀ト〕て，アイデアや造形を考案し ス  

ケッチを17種製作Lた．  

4．8 試作   

スケッチ案を検討し4確に絞り込み，試作を行った  

竹能の中に虻空がまたたく様から，製」，ご」名を チ竹のプラ  

ネタリウムと命名しノた  

「i‰8 点灯した試作品  

j・、ig。〔き 点灯した試作晶  

5． おわりに   

竹⊥芸従［j喜二者の現状烏刊丁芸経験の少ない若い人ほどJ  

デザインの基礎知識′が少なく，F⊥∃分〝〕寧j∧岐〔ハある品種を  

E㌣か畑好みに合来せて阻発すろ傾向にある．そ椚ためラ  

消費者のニー【ズとげノ）スレが生じる可能坐骨凍い   

し／かtノフ 既存の1一業デザインご悼われている製品開発  

ブセ巨ヒス仁こ素人にはわかりにくく使いづらい卓）のである．   

そぴ）た勅許存の製晶開発手法を竹喜一芸に合うように孝  

卜改良を施Lたが 去だこなれていない点が多く、滋た  

経で行使えるように軌略化さ〉せるた扉），さらなる検討〃）  

必要がある   

今後〉 改粟－【jべきm越ノ［上丈を上り明解にしノて，竹⊥芸従  

事者が使いヤすい竹1」三向誉製「片，開発日ん㌢完成さゼイ  

いと思う，   

竹ー二去業界の製rj，㌔一関発において，ノ沖け）製品－，開発手法  

がわずかで虹参考になれば辛いである．   

最後に，発光ダイオーードなど電気閑倖甘けドバイスや  

製作は（條）ノ偏製作所 後藤安弘主任研究員げ）ご指導  

二協力を仰いだ 二二…二深く感謝七井す  

Fjg。6 試作品  

Fig⊃7 点灯した試作品  
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